











学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
学位授与の要件
学位 論文 題 目
真 鍋 石 子
ま なべ あっ
医 学 博 士
諭 医 博 第 424 号
昭 和 43 年 3 月 23 日
学 位 規 則 第 5条 第 2項 該 当
モルモ IL王卜胸腺における実験的二次小節の形成
(主査)
論 文調査 委員 教 授 堀井五十雄 教 授 西 村 秀 雄 教 授 岡 本 道 雄
＼
論 文 内 容 の 要 旨
正常な動物の胸腺にはリンパ節にみるような二次小節はみられない｡ ところが自己免疫性疾患として知
られた重症筋無力症とか, 溶血性貧血にかかったNZB系マウスの胸腺には多数の二次小節が認められる｡
1961年 Marshal&White は胸腺実質内に腸チフス ･パラチフスワクチン (以下 TAB ワクチンと略
す) を直接注入すると, 腔中心を貝えた二次小節が形成されることを報告した｡ このことは正常な動物の
胸腺にも, 抗原が実質内に達しさえすれば, 二次小節ができることを示している｡ 正常動物の胸腺ではい
わゆる "Blood-thymusbarrier" が存在し, これが抗原の実質内- の侵入を防いでいると思われる. モ
ルモットの胸腺は胸骨上部にあって, 頚動脈枝で養われている｡ 本実験ではBlood-thymusbarrierを壊
す目的で, 血管壁の透過性先進作用物質として知られたヒスタミン, セロトニンを TABワクチンに加え
て, モルモットの頚動脈に注射し, 胸腺における組織学的変化を追求した｡ その結果, 頚動脈にヒスタミ
ンまたはセロトニンを加えた TABワクチンを 2回または4回注射したモルモットの全例において, 注射
側の胸腺に明Ⅰ巨L､と暗殻を具えた二次小節が出現した｡ ヒスタミンまたはセロトニンを加えず に, TAB
ワクチンのみを注射した例及びヒスタミンまかはセロトニンを単独で注射した例では, このような二次小
節の形成は起こらなかった｡ この事実は, 外来性の抗原によっても, 自己免疫症の胸腺におけるように,
ヒスタミンまたはセロトニンを加えることによって正常動物の胸腺に二次小節を形成し得ることを示すも
のである｡ 形成された二次小節は, 明中心は疎で, 大きな卵円核をもった細網緬胞で占 められており, 宿
殻は密な小 リンパ球の集まりよりなっている｡ この二次小節の明申 L､は, なかには分裂像を示すものもあ




また, これらの二次小節に隣接して, 榊 こリンパ洞様のllJl;.:腔や リンパ管が存在するのが認められた｡ こ
-470-
れらの事実は, 二次小節の形成される部位が胸腺細胞の一般循環系- の放出路と関係深いことを示唆して
いて興味深い｡ 正常モルモットの胸腺には多数の- ツサル小体が存在するが, ヒスタミンまたはセロトニ




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
同じリンパ組織で構成された器官でありながら, リンパ節や牌臓とちがって胸腺には正常時決して明中
心をもった二次小節の出現をみないことで知られている｡ ところが比較的最近になって壇症筋無力症のヒ
ト胸腺とか, 溶血性貧血にかかったNZB系マウス胸腺とか, いわゆる自己免疫疾患のさいに, 明中心を








した. 対照実験であるセロトニン, ヒスタミン, ワクチンそれぞれo)単独注射では全例全く陰 性 で あっ
た ｡
二次小節の出現部位は全例ほぼ一致しており, いずれも皮髄の境界で, リンパ洞, リンパ管に必ず隣接
しており, 決して atrandom ではない｡ 二次小節の細胞学oj示すところは, 明恥じ､はほとんど大部分胞
体の明るくて大きい明らかな細網細胞からなっており, まれにみられる Mitosis もこの種細胞に限 られ
ており, リンパ芽球系o)細胞をほとんどみない｡ すなわち, 生成された二次小節は germjnalcenter型
ではなく,reactioncenter型のものばかりである｡
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